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細胞外環境の構成要素には、コラーゲンやエラスチンな

どの細胞外マトリクスとよばれる高分子複合体、成長因

子、マトリクス分解酵素、マトリクス分解産物、低酸素

や機械応力などの物理的因子などがあります。それらの

因子が細胞と適切な相互作用を保つことで、組織は正常

に発生し維持されます。私たちは、細胞外環境がどのよ

うに血管細胞や幹細胞の維持に働いているか、相互作用

の破綻がどのように老化や疾患をもたらすかを研究して

います。

一例として、私たちはフィブリン４という細胞外マトリ

クスを欠損させて、大動脈瘤のマウスモデルを作成しま

した。大動脈瘤の発症には、機械応力の感知・伝達の異

常が関与していること、それによって細胞内のさまざま

なシグナル経路が活性化されることわかってきました。

このマウスを用いて、大動脈瘤発症の分子機序を探り、

新規治療法の標的分子を探索しています。

●大動脈瘤治療法の開発、大動脈瘤破裂の早期予測技術の創出、人工血管に使用するバイオマテリアルの研究

●メカニカルストレス応答異常による血管病発症機序の解析

●間葉系幹細胞の発生と病態における役割の解明

●マトリクスに着目した、慢性腎臓病の予防法の開発
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●細胞外環境から生命現象を捉える ●血管の性状を維持する細胞外マトリクス分子

たち ●物理刺激が生化学シグナルへと変換・伝達されるしくみ

細胞外マトリクス、メカニカルストレス、血管細胞と組織幹細胞

https://ura.sec.tsukuba.ac.jp/unit-members?kid=40746301
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